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たかはらよしえ●バース大学（英国）大学院経営学博士号
取得。九州大学国際交流推進室准助教を経て、2016年福
岡女子大学国際化推進センター講師に着任。2017年より現
職。主な研究テーマは高等教育マネジメント、大学の国際化、
国際連携戦略。

特集●どこまで進んだ？ 学生目線での国際化

　国際文理学部の開設に合わせてオープンしたのが「国際
学友寮なでしこ」だ。日本人学生は初年次の１年間、留学生
は４年間をこの寮で生活する。１ユニット４人（日本人３人、留
学生１人）でルームシェアをしている。
　寮では、英語を使って生活する時間や全体で活動する日
が決められている。平日は毎朝１時間の「イングリッシュ・タイ
ム」を設け、ユニットごとに料理や食事をしながら英語を話す
決まりとなっている。毎週月曜日は「イングリッシュ・デイ」で、
その日は一日、英語で寮生活を送る。
　月曜日は寮活動の日でもある。１９：００～２０：００の間、寮
生全員が集まり、イングリッシュ・アクティビティや、防犯や食
に関する勉強会など、さまざまな活動に取り組む。そのため、
月曜日はアルバイトが禁止されている。

毎週月曜日に開催されている寮活動での一コマ。この日は
「異文化理解講座」で、留学生の話に全員が耳を傾けた。

　こうした活動を通
して学生はどう成長
するのか。「自分と違
う考えを持つ人と協
働することで、コミュ
ニケーション能力が
つき、積極性も増しています。入寮時は『私は人前で何かを
するのは苦手だから…』と話していた学生が周囲から刺激を
受け、『自分も何かやってみよう』という姿勢に変わる様子も
見られます」（髙原副センター長）。
　同大学は委員会活動が活発で、全学生が参加している。
寮生活で培われた積極性、学生のまとまりのよさは、さまざま
な活動の運営においても発揮されている。

　

国際化推進センター
副センター長 髙原芳枝
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岡
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次代の女性リーダーを育成めざすグローバル人材像

学生数／約1000人　
学部／国際文理（国際教養学科、環境科学科、食・健康学科）
大学院／人文社会科学、人間環境科学
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国際文理学部国際教養学科の学生のモデルケース

3年

交換留学全寮制
交換留学協定校への半年～１年間の留学

専門科目
言語の背景にある歴史・文化などを学修

体験学習

短期海外研修
語学・文化研修プログラム、体験学習、インターンシップ

国内留学・研修
サマープログラム、体験学習、インターンシップ、留学生サポータープログラム、Language Cafe、地域連携イベントなど

アドバンスト・イングリッシュ

●AO入試で英語外
部検定試を出願資格
として活用
●外国人留学生入試

（募集人員２０名）を実施

選択科目で、キャリア形成につながる英魏力を育成
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仲
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仲
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教
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ロ
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ラ
ム
や
制
度
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
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と
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て
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学科基本科目
「文化・歴史」、「社会システム」を学修

共通基盤科目など

ファーストイヤー・ゼミ
プレゼンや討論の練習など

学術英語プログラム
１クラス15人程度の少人数習熟度別クラスで、国際関
係や環境問題、食糧問題などを題材に国際社会の基礎
知識や異文化について英語で学ぶ（必須15単位）
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